
長野県在住

1959 長野県生まれ
2005 第17回富嶽ビエンナーレ展 大賞（静岡県立美術館）

清水駅東口駅前広場モニュメント設置（静岡市）
2009 城前橋竣工記念モニュメント設置（長野県辰野町）
2011 愛知県立芸術大学大学院修了・修了作品優秀作品賞

愛知県立大学東口構内作品設置（愛知県公立大学法人）
2015 神坂学習塾開設記念モニュメント設置（長野県阿智高等学校）
2018 辰野美術館前庭作品設置（長野県辰野町）
2022 第29回UBEビエンナーレ現代日本彫刻展 模型入選（宇部市）
2025 第2回あさごビエンナーレ 奨励賞（あさご芸術の森美術館）

実物サイズ H260×W290×D350cm
実物重量 9,200kg
実物素材 御影石

時のカプセル・内と外・UBE
/ Capsule of time・inside and outside
中谷聡 / NAKAYA Satoshi

作家略歴

2026年
4月 調書提出
5月～8月 原石調査と購入手配、原石入手
9月～12月 原石を切削機を用いて二個体に分離

2027年
1月～3月 二個体の石をそれぞれに加工し、成形する
4月～8月 成形された二個体の石を部分的に研磨する
9月 搬入

制作スケジュール

原石の中央を、穴を続けて開けて、四角くくり抜いて、外
に取り出してみました。すると、取り出された一回り小さな
四角い石は、側面に無数の彫り跡を纏って、全く新しい立体

となって出現してきたのです。さらに、後に残された元の原
石も、内側に同じ無数の彫り跡を残して、虚の空間を内包し
た全く新しい立体に姿を変えていたのです。取り出した石と
元の原石は、それぞれに凹凸の関係にあるにもかかわらず、

全く別の新しい立体となり、それを取り巻く空間も、それに
よって生じる緊張感も全く違うものになります。この不思議
な感覚と体験は、内とは何か、外とは何かを問う、新しい立
体空間の誕生のように思うのです。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

自宅／長野県

制作場所
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